
工事費負担金契約書
○○株式会社（以下，「甲」という。）と北陸電力送配電株式会社（以下，「乙」という。）とは，第１条に定める本件工事の工事費負担金について，次のとおり契約する。（以下，この契約を「本契約」という。）
第１条（工事概要）
本契約における本件工事は，乙の【発電設備系統連系サービス実施要綱（特別高圧）／発電設備系統連系サ
ービス実施要綱（高圧）】（20○○年○○月○○日実施。以下「契約要綱」という。）に基づく，甲乙間における以下の契約（以下「本件連系に関する契約」という。）に伴い必要となる連系工事をいう。
連系場所：○○県○○市○○町○－○
契約成立日：20○○年○○月○○日
２．前項の本件連系に関する契約申込に対する，電源接続案件一括検討プロセスは以下のとおり。
電源接続案件一括検討プロセス名称　　：●●●●エリアにおける電源接続案件一括検討プロセス（以下，「本一括検討」といいます。）
本一括検討の公表日：

３．本件工事の内容は別添のとおりとする。
第２条（工事費の負担）
本件工事の実施にあたり，甲は乙の契約要綱ならびに託送供給等約款（20〇〇年〇〇月〇〇日実施。）および託送供給等約款以外の供給条件等（以下あわせて「託送約款等」という。）に基づき，工事費負担金　金○○○，○○○円（消費税等相当額○○，○○○円を含む）から既に受領している系統連系保証金　金○○○，○○○円を差し引いた額　金○○○，○○○円を20○○年○○月○○日までに乙に支払う。
第３条（工期）
乙は，甲から第2条の工事費負担金を受領後，すみやかに本件工事に着手し，甲の連系開始日までに完成す
る。なお，負担金支払い完了後，甲の行政・地元との合意形成等の遅れにより，乙が当該負担金に係る本件工
事に着手できない場合は，甲・乙協議のうえ，当該工事着手日を決定するとともに，第３条第１項の工期の変
更の要否についても，精査する。
２．甲および乙は，天候，用地交渉または停電交渉の事情等によって本件工事の工期を延長する場合は，その理
由を明示し，甲・乙協議のうえ，本件工事完成期日を延期することができる。
第４条（工事費負担金の精算）
第2条の工事費負担金は，本件工事の内容に変更がある場合は，乙の契約要綱および託送約款等に基づき，本件工事の完成後すみやかに精算し，甲または乙は差額をすみやかに相手方に支払う。
第５条（設備の所有）
本件工事により乙が施設した設備（以下，「本件設備」という。）は，甲の負担した金額の多少にかかわら
ず，すべて乙の所有とする。
第６条（契約の解除または変更）
　　第2条の支払い日を経過しても，甲が工事費負担金を支払わない場合は，乙は，甲に対し，書面にてその事
実の解消を求めるものとし，その書面が到達してから30日を経過してもその事実が解消したと認められない
ときは，本件連系に関する契約を解除する。
２．本件連系に関する契約が解除または変更された場合で，乙が施設した本件設備が変更または不要となると
きは，乙は必要に応じて本件設備を撤去，変更または工事前の状態へ原状復旧する。
３．前項の場合で，本件連系に関する契約の解除または変更が甲の責めに帰すべき事由によるときは，甲は乙
に本件設備の撤去，変更または原状復旧に要した費用を支払う。
４．乙が本件工事に着手する前に本件連系に関する契約が解除または変更された場合で，測量監督等に費用を
要したときは，甲はその費用をすみやかに乙に支払う。
第７条（系統連系保証金の返還）
甲が第１条の本件連系に関する契約申込を取消した場合，本契約は失効する。ただし，乙の託送供給等約款に基づく，第２条の工事費負担金に充当される系統連系保証金に相当する額は返還しないものとする。
第８条（工事費負担金の変更）
本一括検討において，他の辞退者の発生により，工事費負担金が変更となる場合，変更後の工事費負担金が甲の負担可能上限額以下であれば，乙から甲への通知により，第２条の工事費負担金を変更する。

第９条（本契約の失効）
本一括検討の完了前に甲が甲の辞退によらず甲の負担金可能上限額を超過する等して連系等できなくなった場合，乙から甲への通知により，本契約は失効する。
第１０条（損害の賠償）
乙は，天候事変その他乙の責めに帰さない事由で本件工事の工期が遅延した場合または完成ができない場合，
これにより生じた甲の損害について，賠償の責めを負わない。
第１１条（その他の事項）
本件連系に関する契約の連系開始後に，甲より本件連系に関する契約の変更の申込があった場合で，工事が
必要となるときは，乙はその工事に要する費用を別途申し受けることができる。
２．本契約に定めのない事項については，乙の契約要綱および託送約款等に基づくものとし，本契約の実施にあたり疑義を生じた場合は，甲・乙誠意をもって協議し，解決する。
以上，本契約締結の証として本書2通を作成し，甲・乙が記名・押印のうえ，おのおのその1通を保有する。
20○○年○○月○○日
（甲）○○県○○市○○町○丁目○番地○号　　　　　　　　　　　
○○○○株式会社　○○○○〇〇
○○○○〇〇〇　　○○　○○　　　　　　印
（乙）○○県○○市○○町○丁目○番地○号
北陸電力送配電株式会社　〇〇〇〇〇〇
○○○○〇〇〇　　○○　○○　　　　　　印

